
宙SORAのトリセツ 

～ご契約の前に、必ずお読みください～ 
 

Ⅰ. 華蓮という名前に込めた覚悟 
私が代表を務める会社は「株式会社 華蓮」といいます。 
 
この名前は、空海の言葉からいただきました。私自身、空海と同じ香川県（さぬき）の出身で、勝手な

がら親近感を持っています。 
 
蓮という花は、泥水の中から美しい花を咲かせます。俗世間を泥水にたとえるなら、「親が悪い」「職

場が悪い」「政治が悪い」「世間が悪い」と環境のせいにするのではなく、どんな環境に置かれていて

も、良い言葉、正しい教えだけを吸い上げて実行すれば、どこにいても大輪の花を咲かせることがで

きる——それが「華蓮」に込めた意味です。 
 
一期一会という言葉がありますが、今、あなたがこの文章を読んでくださっていること自体が、一つの

ご縁だと思っています。だからこそ、飾らずにお伝えします。 
 

 

Ⅱ. 風水とは何か──帝王学と、あなたの人生 
風水は、単なる開運の占いではありません。かつては国家の行方を左右する判断のために用いら

れてきた、帝王学です。 
 
「帝王学」と聞くと、経営者や、部下を持つ立場の人だけの話だと思われるかもしれません。しかし、

そうではありません。誰もが、自分の人生の経営者です。 会社員であろうと、個人事業主であろう
と、部下がいようといまいと関係ありません。自分の思考、時間、お金、人間関係——これらをどう采
配するかという意味で、私たちは皆、一人の経営者として日々を生きています。私がこの契約を通じ

てお伝えしたいのは、「風水はすごい」ということではなく、あなたがこの帝王学を、自分自身の人生

において体得し、体現していく覚悟があるかどうかです。 
 
自分を磨けば、誰だって幸福になれます。理由は単純です。信頼され、尊敬され、褒められる人生に

変わるからです。松下幸之助さんは「素直で謙虚な人だけが、幸福になれる」という趣旨のことをおっ

しゃっていました。私自身、この歳になっても、「素直さ」と「謙虚さ」がどれほど難しいものか、日々痛

感しています。 
 



そして、ここが一番お伝えしたいところです。多くの方が、心の中で「自分は間違ってない！」と思って

います。実際、誰もが自分の判断を正しいと信じています。むしろそう信じ切っているからこそ、うまく

いかないのです。 
 
哲学とは、正しさを言い当てることではありません。「本当に正しい判断とは何か」を、その都度、問

い続けることだと私は思っています。「自分は正しい」で思考を止めた瞬間、人はそれ以上、自分の

正しさを更新できなくなります。 
 
お金があっても、有名になっても、自分が幸せだと感じられない人がいます。反対に、収入は多くなく

ても、毎日公園を散歩し、手作りのお弁当を食べることが何より幸せだという人もいます。どちらが、

幸福な人生でしょうか。 
 
幸福とは、「得るもの」ではなく「感じるもの」です。お金や学歴、地位や名誉と、幸福は本来無関係で

す。何かを達成すれば幸福になれるのではありません。何気ない日常の中に、幸福を感じ取れるか

どうかが大切なのです。 
 
朝目が覚めて、今日も仕事ができる。幸せだ。炊き立てのご飯が美味しい。幸せだ。ホームに着いた

ら、ちょうど電車が来た。私って運がいい——。こうして、日常の小さな出来事に「幸せだ」「運がい
い」と感じ取れることそのものが、一つのスキルです。「私は幸せだ」と毎日思えることが、幸福な人

生を手に入れるということです。 
 
日々の暮らしの中に、まだ不満が残っているとしたら、それは、まだ幸福になれていないということで

す。哲学とは、言葉で唱えるものではなく、行動と態度で体現するものです。私が見ているのは、あ

なたが何を語るかではなく、何を実践しているかです。 
 

 

Ⅲ. 私の哲学の系譜 
私自身、2度の無一文を経験し、借金4000万円から、カネなし・コネなし・学歴なしで人生を立て直し
てきました。その道のりで支えになったのが、松下幸之助の教えであり、稲盛和夫の盛和塾でした（5
年間在籍し、利他の精神の素晴らしさを学びました）。 
 
盛和塾に入って間もない頃、当時のメンターにこう言われたことがあります。 
 
「メンターの教えは100%イエス。理解できなくても、まず動く」 
 
正直、当時の私にはこの意味がわかりませんでした。なぜ、理解もできないことに従わなければなら

ないのか。するとメンターは、こう続けました。 
 
「僕は、あなたが知らないことを知っている。今のあなたには理解ができない。理解しないと動けない

人は、メンターをつけても成功できない」 
 



今振り返ると、まさにこれが、素直さと謙虚さが試される瞬間だったのだと思います。わからないこと

を、わからないまま、「はい」と受け止められるか。メンターに対して謙虚な気持ちで、指示されたこと

をそのまま実行できるか。人生のステージを一段ずつ上げていくというのは、実はこの繰り返し、積

み重ねに他なりませんでした。 
 
この言葉の意味を、私は後になって、脳科学の観点からも理解するようになりました。人には、ホメオ

スタシス（恒常性維持機能）という、変化に抵抗する仕組みが備わっています。ダイエットが続かない

のも、タバコやお酒をやめられないのも、これが原因です。今の状態に慣れた脳が、変化そのものを

元に戻そうとするのです。これは、貧しい状況が長く続いた人にも起こります。「お金持ちになりたい」

と願っても、いざお金が入り始めると、無意識に元の状態へ戻そうとする力が働きます。人生に満足

していない状態が長く続くと、脳は「この人はこの状態を望んでいるのだ」と学習してしまい、そこから

抜け出そうとすればするほど、強い軌道修正がかかってしまうのです。 
 
だからこそ、まず「理解する前に、動いてみる」ことが必要なのだと、今なら腑に落ちます。結果とし

て、当時のメンターの教えを100%実行できたのは、私一人でした。事業を軌道に乗せられたのも、
私だけでした。それは、メンターの教えが他の人には合わなかったからではありません。素直さと謙

虚さを持って、わからないままでも実行できるかどうか——その一点の差だったのだと思います。 
 
こうした経験を経て、今の私は、脳科学や心理学、最新の社会情勢と、数千年の歴史を持つ風水・

四柱推命、そして空海のような東洋の叡智を、同じ土俵で扱っています。「温故知新」——数千年前
から、人間の本質は変わっていないと考えているからです。 
 
そして、こうした哲学と並んで、私が現場で最も強く重視しているのが、実はITリテラシーです。現代
における「読み書きそろばん」は、これに他なりません。ここが低いままでは、ビジネスでも、老後の

資産形成でも、確実に苦しくなります。占いで運気の良い時期がわかっても、それを活かすための実

務的な土台がなければ、何も動きません。 
 

 

Ⅳ. この契約が対象とする人 
稲盛和夫、スティーブ・ジョブズ、大谷翔平、そして空海。時代も分野も違うのに、なぜか同じ"本質"を
語っている——そう感じたことがある方に、この契約は向いています。 
 
彼らの言葉に感銘を受けても、なぜか自分の現実は変わらない。それは、実力（陽）が足りないから

ではありません。哲学と運（陰）が、まだ伴っていないだけかもしれません。 
 
この契約が対象とするのは、次のような方です。 
 

-​ 肩書きを問わず、自分の人生を自分で決め、その結果に責任を持ちたい方。経営者、専門

職、会社員、主婦——立場は関係ありません 
-​ 実力や知識は十分にあるのに、なぜか現実がうまく回っていないと感じている方 



-​ 運命は、思考の習慣や行動パターン——つまり自分を磨くことで変えられると信じ、自分の
力で運命を変えてみせると思える方 

-​ 素直さと謙虚さを大切にし、理解できないことがあっても、まずは受け止めて動いてみようと

思える方 
 

 

Ⅴ. この契約が対象としない人 
私は占い師ですが、占いに依存する方を対象とはしていません。 
 
占いの結果は、経済ニュースや、信頼できる人からの助言と同じ、判断材料の一つに過ぎません。

「これに従っていれば開運する」というものではなく、それらを総合的に判断し、決断するのは、あな

た自身です。 
 
不幸の原因を「環境が悪かった」「あの人が悪かった」で片付けてしまう方には、残念ながらこの契約

はお力になれません。多くの場合、本当の原因は環境でも他者でもなく、実力（陽）はあっても、それ

を活かす人間関係の築き方や、自分の感情をコントロールする力（陰）が育っていないことにありま

す。 
 
置かれた場所で咲けない方は、場所を変えても、また同じ場所にたどり着きます。 
 
不満で転職しても、次の職場でまた不満を持つ。使われることが嫌で独立しても、今度は人を使うこ

との難しさに直面する。環境を変える前に、変えるべきものが自分の中にあるのではないか——そう
問い直せる方だけが、次のステージに進めます。運を掴むのは、不満からではありません。ワクワク

という感情からだけです。 
 
素直さと謙虚さ。この二つは、幸福になる人に共通する、たった二つの資質だと私は思っています。 
 
自分の非を認められない方、都合の悪い問いには答えず、都合の良い答えだけを求める方には、こ

の契約は向いていません。 
 

 

Ⅵ. 私の仕事のやり方 
この契約では、あなたが今どのフェーズにいるかによって、私の関わり方は大きく変わります。 
 
すでに事業や人生の基盤が整っている方へ 
 
すでにご自身の経営哲学や生き方の軸をお持ちの方に、私が改めて人生観や哲学をお伝えするこ

とはありません。その代わり、個別の意思決定（採用、契約、投資判断など）に必要な、運勢やタイミ



ングの鑑定を、定期的にご活用いただきます。すでに軌道に乗っている方ほど、この「タイミングを見

極める」という一点に、鑑定の価値を感じてくださっています。 
 
これから何かを立ち上げる方、まだ土台が整っていない方へ 
 
多くのコンサルティングは、コンサルタント自身がブランディングした型に、クライアントを当てはめて

いきます。私のやり方は逆です。まず、あなたの「なりたい姿」を徹底的にお伺いします。そのプロセ

スの中で、「今の行動量では、その夢の実現に必要な日数が、1年では足りない」といったことが可視
化されることもよくあります。そこから、現実的な計画へと軌道修正していくのが、私の得意とするとこ

ろです。 
 
その一環として、「ギアシート」という独自の人生設計図をご希望の方にはご用意いただきます。大・

中・小、3つの歯車で人生を設計する手法で、小さな歯車を正しく回せば、必ず大きな歯車が動きま
す。特徴は、公私を分けずに考えることにあります。仕事の時間も、プライベートの時間も、どちらも

同じ、あなたという一人の人間の時間です。家族旅行、貯金、外食、休暇——楽しみ方まで含めて計
画することで、目標達成が馬車馬労働にならないようにするためです。 
 
お金は、稼ぐだけでは意味がありません。家族や友人、健康、そして時間がなければ、そのお金を使

う機会も、経験や思い出を増やす機会もありません。何のためのお金かわからなくなってしまいま

す。イン（稼ぐ力）とアウト（経験する力）のバランスこそ、私が最も大切にしていることです。 
 

 

Ⅶ. LINEでのやり取りについて 
日々のやり取りは、LINEを基本としています。あなたの意思決定を支えるための、直通回線です。 
 
すでに軌道に乗っている方には、主に運勢やタイミングのご相談にご活用いただいています。これか

ら何かを立ち上げる方には、「こんな連絡が来たが、どう返すべきか」といった実務的なご相談から、

親子関係や職場でのトラブルまで、より幅広い内容でご活用いただいています。 
 

 

Ⅷ. 「有料で上司をつける」という感覚（これから立ち上げる方へ） 
この項目は、特にこれから何かを立ち上げる方、まだ土台が整っていない方に向けたものです。すで

に軌道に乗っている方には、以下のようなやり取りは基本的に発生しません。 
 
この契約は、対等な相談相手を雇うものではありません。あなたが、私という「有料の上司」を持つ、

という感覚に近いものです。 
 



今の時代、職場で部下を厳しく指導する上司は少なくなりました。すぐに「パワハラだ」「訴える」と言

われかねないため、注意することや叱ることを避ける風潮が広がっています。結果として、誰からも

本気で教えられず、育ててもらえないまま、社会に出ていく人が増えています。 
 
メンターとは、友人でも、カウンセラーでもありません。友人は共感してくれますが、あなたの見えて

いない部分までは指摘してくれません。カウンセラーは心に寄り添いますが、経営や人生の判断そ

のものには踏み込みません。 
 
メンターの役割は、あなたがまだ経験していない景色を、先に見ている立場から伝えることです。だ

からこそ、時に厳しく、時に耳の痛いことをお伝えします。それは、あなたを否定するためではなく、遠

回りをさせないためです。 
 
私がこの契約でお伝えするのは、慰めではなく、判断です。共感してほしい場面もあるかもしれませ

んが、この契約で私が担っているのは、その役割ではありません。 
 
ただし、信頼とは、多くを語ることで生まれるものではなく、共に正しい判断を積み重ねた"時間"の中
で育つものだと、私は思っています。初心を忘れず、共に歩み続けていただければ、私も全力でお応

えします。 
 

 

Ⅸ. 昔話が教えるビジネスと人生の本質 
私はよく、誰もが知る昔話を引き合いに出します。難しい理論より、ずっと本質が伝わると思うからで

す。 
 

-​ アリとキリギリス：今使うか、将来のために蓄えるか。自己投資と将来への備えのバランス 
-​ わらしべ長者：わらの一本でも掴めば、屋敷にたどり着きます。起業する時、最初から人脈が

ある人はいません。小さなチャンスの兆しを見逃さないことが大切です 
-​ ウサギと亀：SNSでバズった人が、10年後も本当に事業を安定させているでしょうか。亀のよ

うに、ブログでコツコツ積み上げるほうが、実は安定への近道です 
-​ 北風と太陽：強引な営業より、選んでいただけるサービスを 
-​ 3匹の子豚：スピード化の時代だからこそ、時間をかけることの大切さがあります。焦っては、

本末転倒です 
 

 

Ⅹ. なぜ、この時代にあなたと長く歩みたいのか 
9運は、人や物事との関係が、短期間で入れ替わりやすい時代だと言われています。離合集散——
人は簡単に離れ、また簡単に集まる。これは風水コンサル契約に限った話ではなく、あらゆる人間関

係・ビジネス関係に言えることです。 
 



一見、身軽で自由な時代のようにも見えます。しかし、この流れのままに人間関係を次々と乗り換え

ていると、本当に困ったとき、心から信頼できる相手が誰もいない、という事態に陥りやすくなります。

深い関係を築けていない相手からの助言は、時に、あなたを利用しようとする人の言葉と見分けが

つきません。 
 
9運を生き抜く一番の攻略法は、付き合いの深い、信頼できる有識者を、数名しっかり持っておくこと
です。それは、必ずしも私である必要はありません。ただ、浅く広く人間関係を渡り歩くのではなく、時

間をかけて、深く信頼できる関係を、意識して築いていただきたいと思っています。 
 
離という卦には、「中が空洞」という象意があります。人は、不安になったとき、心から信頼できる人物

がいることで、ようやく元気でいられます。逆に、その支えがないまま不安だけが募ると、都合の良い

ことを言ってくれる相手や、怪しい情報にも簡単に流されてしまいます。 
 
もっとも長い契約者様とは、20年のお付き合いになります。そこにあるのは、もはや家族同然と言え
る信頼関係です。時間をかけて築いた関係だからこそ、いざという時、迷わず頼っていただけるのだ

と思っています。 
 
千里の道も一歩から。誰にも、運の良い時期、悪い時期があります。晴れ（運の良い時期）には営業

や対外活動を、雨（運の悪い時期）には人脈開拓や資格取得、発信の準備を——晴耕雨読とは、ど
ちらの時期にも止まらず、フェーズに応じた行動を続けよという教えです。 
 

 

Ⅺ. お申し込みにあたって 
ここまでお読みいただき、ありがとうございます。 
 
最後に、この文章を読んで、あなたが実践したいことを、一言お書きください。それをもって、ご同意と

させていただきます。 
 
ご縁があり、この契約でご一緒できることを、楽しみにしております。 
 
株式会社 華蓮 代表取締役　川原宙子（宙SORA） 
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